







The Effects of “Learning Science” in The Teachers Training for High School Teachers
CHIYONISHIO Yuji
キーワード：現職教員研修，学習科学，知識構成型ジグソー法






～平成 24 年度，平成 25 年度の 2 年間の実践を通した結果と考察～  
千代西尾祐司 
 





 ords: Teachers Training, Learning Science, Knowledge-Constructive Jigsaw Method 
 
1. はじめに  


















そのため鳥取県教育委員会は，平成 23 年度に学習科学を取り入れた研修を設計し，平成 24
年度から実施することとした。  
 
2. 学習理論研修のカリキュラム設計  



















 学習科学を学ぶために静岡大学 (RECLS※ 1)の大島純教授と相談しながら年間５回のカリキ






併 せ て ， 人 が 学 ぶ と い う こ と を ど の よ う に と ら え て い る か と い う 学 び の 認 識 論





平成 24 年度は三宅教授と大島教授で，平成 25 年度は，大島教授に代わり同静岡大学 RECLS
の益川弘如準教授を講師に招き，三宅教授と益川準教授で運営した。  
 
2.2 学習理論研修のカリキュラムと研修概要  
年間で全 5 日間（10 時～16 時）のカリキュラムとし，カリキュラムの内容は，平成 24 年
度 25 年度と順序等に多少の違いがあるが，内容的に大きな違いはない。なお，平成 24 年度は
全県で実施し，平成 25 年度は東部地区会場と西部地区会場の 2 日間を同内容で実施した。  
 
表 1 平成 24 年度と 25 年度の学習理論研修カリキュラム比較  
回  平成 24 年度  平成 25 年度  
1 回目  
H24 年度  
(5/14) 














2 回目  
H24 年度  
(6/11) 






授業作りのポイント 要改善教材を検討 (1) 
「要改善」教材検討 (2) 
担当教科で「作ってみるとしたら」 話合い 








3 回目  
H24 年度  
(8/23) 
H25 年度  
(8/26) 
合同開催  

















4 回目  
H24 年度  
(8/24) 
















5 回目  
H24 年度  
(11/5) 


















5 回目  













2.3 研修対象者の選定  
県立学校校長会で，学習理論研修は今後の鳥取県の授業デザインの方向性を示すものである
ことを説明し，校内教員で校長が育成したいと思っている者を，校長推薦という形で派遣して
いただくこととした。 (平成 24 年，25 年同様 ) 
なお，希望があれば小学校・中学校のエキスパート教員の希望者も参加対象とした。  
その結果，平成 24 年度は県立学校 24 校から 33 名の受講希望者があり，小・中学校のエキ
スパート教員が 8 名と，合わせて 41 名となった。平成 25 年度は，全県立高等学校から参加希
望者が 60 名，特別支援学校 1 名，小・中学校エキスパート教員の参加希望が 4 名となり，全
65 名の参加となった。25 年度の受講者の増加は，24 年度の実践が各高等学校の管理職に好評
であったからであり，24 年度の実践で現場での必要性が理解されたと考えられる。  









3. 学習理論研修カリキュラムの成果と課題  
3.1 平成 24 年度研修の効果測定  




3.2 平成 24 年度学習理論研修受講者の感想の分析  
記述を分析するために，感想で得られた自由に書かれた文章を『。(句点 )』で区切り，また
『、 (読点 )』であっても文脈から見て明らかに意味が異なるものは分解し，全てを単文に分解




表 2 平成 24 年度学習理論研修の感想分析（ｎ＝38） 













































表 3 平成 24 年度の感想に記載された文例中の特徴的なもの（抜粋） 































































 思わず引き込まれ，熱中しながら言語活動を行い，学習に取り組む姿に期待  




















3.2 平成 25 年度学習理論研修受講者の感想  
平成 25 年度は，平成 24 年度の実践から教員自身の学習観を大きく変えることはわかって
いたため，「教師自身の変容」に加え，授業実践後の「生徒の変容」も問うこととした。  
 
















































3.3 学習理論研修受講者の，その後の授業実践頻度 (平成 24 年度および平成 25 年度 ) 
多様な感想を持っている受講者が，実際にどの程度の頻度で知識構成型ジグソー法で授業実





表 5 平成 24 年度と 25 年度  知識構成型ジグソー法の受講者の実施頻度比較  
知識構成型ジグソー法を授業で活用している頻度  
平成 24 年度の 
度数および% 























  計 40 61 
急な調査だったため返事が得られていない者があるが，返事のない者でも，複数回の授業公
開をし，頻繁に実践している教員もおり，実践の実践者の数字は少し多くなる。  
平成 24 年度と 25 年度を比較すると，ほぼ毎回実施する実践者は少なくなっているが，平
成 24 年度のほぼ毎日実施する実践者は小学校の教員が 2 名含まれる。小学校は，多くの時間
で様々な教科を担任が授業するため，ある特定の教科等に差し込みやすいという実態がある。  
高等学校や中学校では，ひとつのクラスに出るのは週のうち 2～3 回のはずで，その中で毎
日実施するのは現実として難しく平成 25 年度の a(ほぼ毎日 )が 0 という数字は現実味がある。









3.4 生徒の変容  
 

















































































































































※1 RECLS（静岡大学大学院教育学研究科付属 学習科学研究教育センター）  
※2 CoREF(東京大学 大学発教育支援コンソーシアム推進機構 ) 
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